
内
閣
衆
質
一
六
四
第
三
四
七
号

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
宇
宙
の
軍
事
利
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日
受
領

答

弁

第

三

四

七

号



衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
宇
宙
の
軍
事
利
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
一
）
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
国
会
決
議
の
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
く
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
及
び
（
三
）
に
つ
い
て

自
衛
隊
に
よ
る
衛
星
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
政
府
見
解
に
の
っ
と
っ
て
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と

し
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
当
該
政
府
見
解
の
変
更
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防

衛
に
関
し
て
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
が
国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
の
純
粋
に
防
御
的
な
、
か
つ
、
他
に

代
替
手
段
の
な
い
唯
一
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
御
指
摘
の
昭
和
四
十
四
年
五
月
九
日
の
国
会
決
議
（
以
下

「
昭
和
四
十
四
年
国
会
決
議
」
と
い
う
。
）
の
趣
旨
及
び
そ
の
よ
っ
て
立
つ
平
和
国
家
と
し
て
の
基
本
理
念
に
も
沿
っ
た
も

の
で
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
四
）
及
び
（
五
）
に
つ
い
て

情
報
収
集
衛
星
が
撮
像
し
た
情
報
等
を
公
開
す
る
か
否
か
は
、
個
別
具
体
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
情
報

一



等
に
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
第
一
項
の
秘
密
又
は
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報

の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
五
条
の
不
開
示
情
報
に
当
た
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
国
家
公
務
員
法
第
百
九
条
に
お
い
て
は
、
同
法
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年

以
下
の
懲
役
又
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
六
）
に
つ
い
て

政
府
に
お
け
る
現
在
の
宇
宙
に
関
す
る
施
策
は
、
昭
和
四
十
四
年
国
会
決
議
の
趣
旨
を
尊
重
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

二


